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双
葉
地
方
及
び
福
島
県
と
国
と
の

協
議
会
が
８
月
19
日
、
福
島
市
の
サ

ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
福
島
で
開
か
れ
、

こ
の
中
で
「
町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

「
帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
土
地
の

管
理
」
「
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る

調
査
」
な
ど
に
つ
い
て
国
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
民
意
向
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
生
活
拠
点
の
確
保
・
整
備

の
方
針
な
ど
を
検
討
す
る
。

そ
の
中
で
は
、
避
難
期
間
や
町
外

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
移
転
規
模(

世

帯
数
、
整
備
す
る
場
所
、
一
括
移
転

や
分
散
移
転
な
ど
の
整
備
方
式)

、

必
要
と
な
る
機
能(

公
営
住
宅
の
整

備
方
針
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
就

労
支
援
、
役
場
機
能
の
在
り
方)

な

ど
を
想
定
す
る
。

受
入
れ
自
治
体
と
整
備
方
式
、
用

地
確
保
、
行
政
機
能
の
在
り
方
な
ど

を
調
整
し
、
早
け
れ
ば
今
年
度
中
に

方
針
を
取
り
ま
と
め
る
。

平
成
25
年
度
以
降
に
整
備
事
業
に

着
手
し
、
新
た
な
生
活
拠
点
へ
の
移

転
を
進
め
る
。

◆
帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
土
地
の

管
理

原
子
力
災
害
に
係
る
賠
償
に
よ
り
、

帰
還
困
難
区
域
の
不
動
産
は
事
故
前

価
値
の
全
額
が
賠
償
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
東
京
電
力
が
全
額
賠
償
を
行

う
際
に
、
被
害
者
と
交
わ
す
賠
償
契

約
の
締
結
時
に
お
い
て
、
土
地
所
有

者
と
東
京
電
力
と
の
間
で
、
土
地
の

管
理
に
係
る
取
り
決
め
を
結
ぶ
必
要

が
あ
る
。

《
取
決
め
項
目
の
案
》

①
国
や
自
治
体
か
ら
の
要
請
等
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
立
入
り
等

へ
の
協
力

②
国
や
自
治
体
が
公
益
の
目
的
で

当
該
不
動
産
を
取
得
す
る
場
合
等
を

除
き
避
難
指
示
解
除
ま
で
の
期
間
に

お
け
る
当
該
不
動
産
の
第
三
者
へ
の

譲
渡
等
の
制
限

◆
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
調
査

国
は
施
設
の
候
補
地
と
し
て
、
大

熊
町
９
カ
所
、
双
葉
町
２
カ
所
、
楢

葉
町
１
カ
所
の
計
12
カ
所
を
示
し
現

地
調
査
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

◇
予
定
さ
れ
て
い
る
調
査
の
内
容

(

下
図
の
赤
線
で
囲
ま
れ
た
エ
リ

ア
を
中
心
と
し
て
調
査
予
定)

・
現
地
踏
査

・
環
境
調
査(

大
気
、
水
質
、
騒

音
・
振
動
、
動
植
物
、
景
観
等)

・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
（
地
質
、
地

下
水
、
試
料
採
取)

・
線
量
測
定(

空
間
線
量
、
土
壌
、

地
下
水)

・
盛
土
試
験(

施
工
性
検
討)

・
調
査
測
量

・
除
去
土
壌
等
の
運
搬
の
た
め
の

交
通
量
調
査
及
び
道
路
状
況
調
査

※
地
元
の
関
係
者
に
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
理
解
を
得
な
が
ら
調

査
を
進
め
る
。

◇
調
査
対
象
地
の
選
定
に
つ
い
て

①
除
染
に
伴
う
土
壌
や
廃
棄
物
の

搬
入
、
分
別
、
減
容
化
、
貯
蔵

等
に
必
要
な
敷
地
面
積
を
確
保

す
る
こ
と

②
各
地
か
ら
除
染
土
壌
や
指
定
廃

棄
物
等
を
効
率
的
に
搬
入
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
が
大
量
に
発
生

す
る
地
域
に
な
る
べ
く
近
い
こ
と

③
主
要
幹
線
道
路(

国
道
６
号
線
、

常
磐
道)

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容

易
で
あ
る
こ
と

④
地
震
や
津
波
、
地
滑
り
な
ど
の

自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
断

層
や
浸
水
域
、
地
滑
り
地
、
軟

弱
地
盤
を
避
け
る
こ
と

⑤
河
川
の
流
れ
の
変
更
等
を
最
小

限
と
す
る
こ
と

設
置
候
補
地
と
し
て
こ
れ
ら
の
他
、

設
置
自
治
体
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
や
搬
入
車
両
に
よ
る
交
通
渋
滞
を

防
止
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
次
の
候
補

地
を
選
定
。

①
双
葉
町
の
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
北
側

②
大
熊
町
の
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
南
側

③
楢
葉
町
の
福
島
第
二
原
子
力
発

電
所
南
側
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こ
の
中
か
ら
次
の
要
件
を
考
慮
し
、

現
段
階
に
お
け
る
調
査
候
補
地
と
し

て
い
る
。

①
谷
地
形
や
台
地
・
丘
陵
地
な

ど
の
原
地
形
の
有
効
活
用

②
既
存
施
設
の
利
活
用

③
防
災
に
も
資
す
る
箇
所
の
活
用

候
補
地
の
大
部
分
が
大
熊
町
に
集

中
し
て
い
る
理
由
を
、
環
境
省
は

「
双
葉
町
、
楢
葉
町
に
比
べ
、
候
補

地
に
適
し
た
地
形
が
多
か
っ
た
た
め
」

と
し
て
い
ま
す
。

大
熊
町
と
し
て
は
、
除
染
、
廃
棄

物
処
理
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
必
要
性

を
認
識
し
た
う
え
で
、
今
後
、
町
議

会
や
行
政
区
長
会
は
も
と
よ
り
、
双

葉
郡
町
村
や
県
と
も
協
議
し
検
討
し

て
い
く
方
針
で
す
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
環
境
美
化

意
識
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
市
内
の

ご
み
収
集
及
び
清
掃
作
業
が
、
会
津

若
松
市
及
び
福
島
県
ク
リ
ー
ン
ふ
く

し
ま
運
動
推
進
協
議
会
会
津
地
域
協

議
会
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
町
民
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も

是
非
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◆
実
施
日
時

９
月
15
日
（
土
）

◇
受

付
午
前
５
時
45
分
～
６
時

◇
開
会
式

午
前
６
時
～
６
時
５
分

◇
作

業
午
前
６
時
５
分
～
７
時

（
作
業
終
了
後
、
解
散
）

◆
実
施
場
所

(

【

】
内
は
受
付
場
所

)

①
鶴
ヶ
城
公
園

【
本
丸
あ
ず
ま
や
前
】

②
西
若
松
駅
周
辺
～
城
南
通
り

（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
米
代
店
ま
で
）

【
西
若
松
駅
東
口
前
】

③
会
津
若
松
駅
前
周
辺
～
白
虎
通
り

（
北
日
本
石
油
GS
ま
で
）

【
駅
前
公
園
あ
ず
ま
や
前
】

④
七
日
町
駅
周
辺
～
Ｒ
２
５
２

（
七
日
町
市
民
広
場
ま
で
）

【
七
日
町
駅
前
】

◆
そ
の
他

・
ご
み
袋
と
軍
手
は
、
各
会
場
受

付
時
に
配
布
し
ま
す
。

・
小
雨
決
行
（
荒
天
の
場
合
中
止
）
。

・
駐
車
場
の
関
係
上
、
可
能
な
限

り
自
動
車
の
相
乗
り
や
徒
歩
・

自
転
車
で
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

生
活
環
境
課

○
平
成
24
年
10
月
１
日
以
降
の
一
部

負
担
金
免
除
証
明
書
の
取
扱
い
に

つ
い
て

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
か
か

る
窓
口
負
担(

一
部
負
担
金)

に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
は

被
保
険
者
証
の
提
示
に
よ
り
免
除
証

明
書
の
提
示
に
代
え
る
事
が
で
き
る

た
め
、
今
ま
で
一
部
負
担
金
免
除
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
度
、
平
成
24
年
10
月

１
日
以
降
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
の
取
扱
い
が
厚
生
労
働
省
よ
り
示

さ
れ
、
平
成
24
年
10
月
１
日
以
降
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
、
医
療

機
関
窓
口
に
て
保
険
証
と
一
部
負
担

金
免
除
申
請
書
の
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。(

平
成
24
年
10
月
１
日

以
降
は
保
険
証
だ
け
で
は
一
部
負
担

金
の
免
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。)

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
一
部
負
担
金

免
除
証
明
書
に
つ
き
ま
し
て
次
の
と

お
り
交
付
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

○
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
発
送
対

象
者大

熊
町
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
へ
加
入
し
て
い

る
方

○
交
付
に
つ
い
て

対
象
者
へ
一
部
負
担
金
免
除
証

明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
交
付

に
か
か
る
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
大
熊
町
安
否
確
認
に
登
録
さ
れ

て
い
る
住
所
へ
発
送
し
ま
す
。

（
一
斉
発
行
時
は
各
個
人
へ
郵
送
）

※
一
斉
発
行
に
よ
る
一
部
負
担
金

免
除
証
明
書
の
発
送
は
、
９
月

20
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
24
年
10
月
１
日
以
降
医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
に
は
、
保
険
証

(

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
高
齢
受

給
者
証
も)

と
一
部
負
担
金
免
除

申
請
書
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

○
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
の
返
却

に
つ
い
て(

国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
方
へ)

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
場
合

や
、
生
活
保
護
に
該
当
し
た
場
合
・

大
熊
町
か
ら
転
出
さ
れ
る
場
合
に

は
、
国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
の

手
続
き
と
と
も
に
保
険
証
及
び
一

部
負
担
金
免
除
証
明
書
の
返
却
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

○
現
在
の
と
こ
ろ
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
一
部
負
担
金
の
免
除
を
受
け
ら

れ
る
期
間
は
平
成
25
年
２
月
28
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。(

一
部
対
象

外
の
費
用
を
除
く)

社
会
保
険
等
や
、
震
災
後
に
大
熊

町
か
ら
転
出
し
、
転
出
先
の
市
町
村

で
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
一
部
負
担
金
免

除
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
い
る
方

へ
平
成
24
年
10
月
１
日
以
降
、
再
度

証
明
書
の
発
行
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
の
保
険
者
に
確
認
し
て
下

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課
国
保
年
金
係
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国
及
び
福
島
県
よ
り
配
分
さ
れ
た

義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
、
東
日
本
大

震
災
・
原
子
力
災
害
義
援
金
配
分
委

員
会
に
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
で
き
る
だ
け
早
く
皆

様
に
お
届
け
す
る
た
め
、
前
回
と
同

様
、
義
援
金
の
振
り
込
み
を
行
っ
た

口
座
へ
振
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
支
給
金
額(

１
人
あ
た
り)

２
万
２
千
円

(

国
分
１
万
６
千
円
、
県
分
６
千
円)

◆
支
給
対
象
者

国
・
県
義
援
金
第
２
次
追
加
配
分

(

２
回
目)

受
給
者(

申
請
書
提
出
不

要)◆
支
給
時
期

９
月
５
日(

水)

よ
り
順
次
振
込
い

た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

現
在
、
警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ

て
い
る
区
域
内
に
、
家
屋
と
そ
の
敷

地
を
お
持
ち
の
方
が
、
そ
れ
ら
に
代

わ
る
家
屋
と
そ
の
敷
地
を
新
た
に
取

得
し
た
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、
特
例
控
除
に
よ
り
不

動
産
取
得
税
の
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
新
た
に
取
得
し
た
家
屋

等
を
所
在
地
を
所
管
す
る
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４-

523-

４
６
９
９

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４-

935-

１
２
５
４

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
８-

23-

１
５
１
７

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２-

29-

５
２
５
４

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
１-

62-

５
２
１
３

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
４-

26-

１
１
２
６

い
わ
き
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
６-

24-

６
０
３
３

福
島
県
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
の
作
成
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て

の
講
義
、
情
報
交
換
を
内
容
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

定
員
が
各
会
場
30
名
に
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
発
達
障
が

い
の
あ
る
方
が
、
い
つ
で
も
、
誰

か
ら
で
も
同
じ
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
安
心
し
て
社
会
生
活

を
す
る
た
め
の
支
援
ツ
ー
ル
で
す
。

◆
い
わ
き
市

◇
日

時

９
月
13
日(

木)

午
前
10
時
～

◇
場

所

い
わ
き
市
文
化
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

(
い
わ
き
市
平
字
堂
根
町
1-4)

◆
南
相
馬
市

◇
日

時

９
月
27
日(
木)
午
前
10
時
～

◇
場

所

福
島
県
南
相
馬
合
同
庁
舎

南
庁
舎
４
０
１
会
議
室

(

南
相
馬
市
原
町
区
錦
町
1-30)

【
お
問
い
合
せ
先
】

福
島
県
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４-

951-

０
３
５
２

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
９
月
10
日

(

月)

か
ら
９
月
16
日(

日)

ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
と
し
て
、
身
体
的
・
心
理
的
虐

待
や
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
抱
え
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の

日(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。)

に
お

い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期

間
９
月
10
日(

月)

～
16
日(

日)

◆
時

間
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

(

た
だ
し
、
９
月
15
日(

土)

・

16
日(

日)

は
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で)

◆
専
用
電
話

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４-

534-

１
９
９
４

4

町民の「絆」を大切に、長年培った町民同士のつながり

を維持するために、いわき地区で「大熊町ふるさとまつり

in いわき」を開催します。

◆開催日時 １０月２８日（日） 午前10時～午後3時

◆開催場所 好間工業団地第３応急仮設住宅敷地内

(いわき市好間工業団地１－４３)

※詳細については、10月1日号でお知らせします。

【お問い合わせ先】

大熊町観光協会(大熊町商工会内) 電話 0242-29-5770

※６月に「大熊町ふるさとまつり」に合わせて実施しまし

た「大熊町民のつどい」は、復旧工事等により、いわき

市内宿泊施設の確保が不可能なため、今回は実施いたし

ませんのでご了承ください。

国
・
県
義
援
金
の
第
２
次
追

加
配
分(

３
回
目)

の
お
知
ら

せ

原
子
力
災
害
に
係
る
不
動
産

取
得
税
の
軽
減
制
度
に
つ
い

て

『大熊町ふるさとまつり in いわき』を開催します！

発
達
障
が
い
児
・
者
の
家
族

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て



福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、
法
務
局

で
取
り
扱
っ
て
い
る
登
記
、
戸
籍
、

国
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
お
よ
び
筆

界
特
定
な
ど
の
各
業
務
に
つ
い
て
、

皆
様
か
ら
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る

よ
う
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時
９
月
23
日(

日)

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場

所

・
福
島
駅
前
「
中
合
デ
パ
ー
ト
」

・
福
島
地
方
法
務
局
相
馬
支
局

・
郡
山
駅
前
「
ビ
ッ
グ
ア
イ
」

・
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

・
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局

・
い
わ
き
駅
前
「
ラ
ト
ブ
」

◆
内

容
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
き
、

土
地
の
境
界
問
題(

含
む
筆
界
特

定)

、
遺
産
相
続
、
地
代
・
家
賃

等
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
夫
婦
・

家
庭
内
の
問
題
、
成
年
後
見
、
公

証
に
関
す
る
こ
と
、
お
年
寄
り
・

子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体
罰

問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
障
が
い
児
の
差
別
問
題
、

風
評
被
害
に
よ
る
人
権
問
題
な
ど

に
つ
い
て

※
相
談
無
料

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
担
当
者

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権

擁
護
委
員

◆
電
話
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

２
２
７-

７
４
６

(

午
前
９
時
～
午
後
４
時)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
４-

534-

１
９
４
１

活
力
あ
る
地
域
を
取
り
戻
す
た
め
、

避
難
者
・
商
工
会
議
所
・
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
心
を
ひ
と
つ
に
集
う
復

興
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
主
な
目
的

・
大
熊
町
へ
の
支
援
、
癒
し
の
提
供

・
「
八
重
の
桜
」
放
送
を
契
機
と

し
た
京
都
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
文
化
交
流

◆
日

時
９
月
28
日(

金)

午
後
３
時
～
５
時

◆
場

所
会
津
若
松
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◆
内

容

【
第
１
部
】
午
後
３
時
～
４
時

・
京
都
舞
妓
に
よ
る
京
舞

・
東
山
芸
妓
衆
踊
り

【
第
２
部
】
午
後
４
時
～
５
時

・
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

ギ
タ
ー
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
入
場
料

無
料

◆
主

催
会
津
若
松
商
工
会
議
所

会
津
若
松
市

京
都
商
工
会
議
所

京
都
会
津
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
商
工
会

☎
０
２
４
２-

29-

５
７
７
０

茨
城
県
内
へ
の
避
難
者
・
支
援
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ふ
う
あ
い
ね
っ
と
」

で
は
、
福
島
県
・
東
北
か
ら
茨
城
県

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
交
流
会
等

を
以
下
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
「
ふ
る
さ
と
福
島
を
話
そ
う
」
＆

お
茶
会

日
時

９
月
８
日(

土)

午
前
10
時
～
12
時

○
「
放
射
能
に
つ
い
て
」
＆
お
茶
会

日
時

９
月
19
日(

水)

午
前
10
時
～
12
時

講
師茨

城
大
学
有
志
の
会

蓮
井
誠
一
郎
さ
ん

○
場
所

ふ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

茨
城
県
水
戸
市
梅
香
２-

1-39

茨
城
県
労
働
福
祉
会
館
２
階

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

茨
城
県
内
へ
の
避
難
者
・
支
援
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ふ
う
あ
い
ね
っ
と

事
務
局

☎
０
２
９-

353-

８
５
６
０

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
平
成
24
年

度
自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

平
成
24
年
９
月
３
日(

月)

～
平
成
24
年
10
月
１
日(

月)

(

締
切
日
必
着)

◆
試
験
種
目
等

◇
看
護
学
生

○
応
募
資
格

18
歳
以
上
24
歳
未
満

(

高
卒
ま
た
は
卒
業
見
込
み)

○
一
次
試
験
等

10
月
20
日(

土)

筆
記
試
験

◇
防
衛
医
科
大
学
校
生

○
応
募
資
格

18
歳
以
上
21
歳
未
満

(

高
卒
ま
た
は
卒
業
見
込
み)

○
一
次
試
験

10
月
27
・
28
日(

土
・
日)

筆
記
試
験

◇
防
衛
大
学
校
生(

前
期
日
程)

○
応
募
資
格

18
歳
以
上
21
歳
未
満

(

高
卒
ま
た
は
卒
業
見
込
み)

○
一
次
試
験

11
月
10
・
11
日(

土
・
日)

筆
記
試
験

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

相
双
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
４-

23-

４
７
１
２

5

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て

会
津
若
松
市
『
復
興
の
集
い
』

が
開
催
さ
れ
ま
す

「
避
難
者
交
流
会

in

茨
城
県
」
開
催
の
お
知
ら
せ

賠償・支援相談窓口を開設しています
◆相談日 毎週 火曜日・木曜日 午後1時～4時

◆場 所 大熊町役場会津若松出張所 企画調整課内

◆相談料 無 料

◆協 力 福島県司法書士会会津支部

【お問い合わせ先】

大熊町役場会津若松出張所 企画調整課

平
成
24
年
度
自
衛
官
募
集



消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

～
２
０
１
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
～

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
！

ケ
ガ
や
急
病
が
起
こ
っ
た
時
、
病

院
へ
行
く
前
に
手
当
て
を
す
る
こ
と

を
「
救
急
処
置
」
と
言
い
ま
す
。

転
ん
で
す
り
む
い
た
傷
口
を
水
で

洗
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し
た
ら
す
ぐ

に
水
で
冷
や
し
た
り
す
る
こ
と
、
病

人
や
け
が
人
の
様
子
を
見
て
救
急
車

を
呼
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
立
派
な
救

急
処
置
。
大
切
な
の
は
、
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
、
正
し
い
手
当
て

を
す
る
こ
と
で
す
。

９
月
９
日
は
、
救
急
の
日
。
も
し

も
…
の
た
め
に
、
正
し
い
救
急
処
置

の
方
法
を
身
に
つ
け
る
機
会
に
し
ま

し
ょ
う
。

代
表
的
な
応
急
処
置
の
紹
介
！

①
熱
中
症

☆
涼
し
い
日
陰
や
、
ク
ー
ラ
ー
の

効
い
た
部
屋
に
移
動
す
る
。

☆
衣
類
を
ゆ
る
め
て
休
む
。

☆
体
を
冷
や
す
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
水
分

を
補
給
す
る
。

②
蜂
刺
さ
れ

☆
蜂
に
刺
さ
れ
た
ら
そ
の
現
場
か

ら
す
ぐ
に
離
れ
る
。

☆
刺
さ
れ
た
傷
口
を
流
水
で
よ
く

洗
い
な
が
す
。

☆
爪
な
ど
で
傷
口
周
囲
を
圧
迫
し
、

毒
液
を
し
ぼ
り
出
す
。

（
流
水
で
洗
い
な
が
ら
行
う
と

よ
り
効
果
的
）

☆
濡
れ
タ
オ
ル
、
水
な
ど
で
冷
や

し
安
静
に
す
る
。

③
ケ
ガ
・
傷
な
ど

～
大
き
な
傷
の
場
合
～

☆
出
血
し
に
く
く
す
る
た
め
に
、

傷
を
心
臓
よ
り
高
い
位
置
へ
上

げ
る
。

☆
ガ
ラ
ス
、
金
属
な
ど
の
異
物
は

ガ
ー
ゼ
で
そ
っ
と
取
り
除
く
。

（
深
く
入
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

は
無
理
に
取
ら
な
い
。
）

☆
止
血
後
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診

す
る
。

～
小
さ
な
傷
の
場
合
～

☆
水
道
水
で
汚
れ
を
十
分
に
洗
い

流
す
。

☆
傷
を
き
れ
い
に
拭
く
。

☆
傷
に
ば
ん
そ
う
こ
う
を
貼
っ
て

乾
燥
さ
せ
な
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

富
岡
消
防
署

楢
葉
分
署

電
話
０
２
４
０-

25-

２
１
１
９

6

原子力損害賠償巡回法律相談のご案内

福島県では、福島県弁護士会と連携し、弁護士による

対面の法律相談を実施しております。相談料は無料です

ので、請求手続きについて不明な点などをお気軽にご相

談ください。

なお、事前予約制としておりますので、下記までご連

絡ください。

◆相 談 料 無料

◆相談時間 ３０分(午後1時30分から3時50分の間に実施)

◆事前予約受付番号

０２４－５２３－１５０１

受付時間：午前8時30分～午後8時(平日)

◆巡回法律相談実施予定

実施市町村 実施会場 実施日

福島市
福島県青少年会館

福島市黒岩字田部屋53-5

9/19

10/24

二本松市
福島県二本松合同庁舎

二本松市金色424-1

9/12

10/17

伊達市
福島県伊達合同庁舎

伊達市保原町大泉字大地内124

9/5

10/10

郡山市
福島県郡山合同庁舎

郡山市麓山1-1-1

9/12,19,26

10/3,17,31

白河市
白河商工会議所

白河市道場小路96-5

9/6,12,19

10/4,11,18

会津若松市
福島県会津若松合同庁舎

会津若松市追手町7-5

9/6,14,28

10/5,18,31

南会津町

南会津町商工会田島本所

南会津町田島字行司12
9/7

南会津町商工会南郷支所

南会津町山口字堀田770-1
10/5

福島県南会津合同庁舎

南会津町田島字根小屋甲4277-1
10/17

相馬市
相馬市玉野公民館

相馬市玉野町56-1

9/20

10/11

南相馬市
福島県南相馬合同庁舎

南相馬市原町区錦町1-30

9/13,27

10/4,18

いわき市
福島県いわき合同庁舎

いわき市平字梅本15

9/3,10,24

10/1,15,22

富
岡
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら

せ



９
月
の
相
談
日
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
出
張
相
談
会

◇
９
月
12
日(

水)

○
時
間

午
前
９
時
30
分
～
12
時

○
場
所

亀
公
園
仮
設
住
宅
集
会
所

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
・
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

(

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分)

◇
９
時
21
日(

金)

○
時
間

午
前
９
時
30
分
～
12
時

○
場
所

大
熊
町
役
場
２
階
会
議
室

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

※
会
津
地
域
以
外
の
求
人
情
報
を
閲

覧
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
被
災
者
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し

ま
す
。
自
由
参
加
で
す
。
詳
し
く

は
、
震
災
特
別
相
談
窓
口
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
震
災
特
別
相
談
窓
口(

西
分
庁
舎)

○
開
所
日
時

毎
週

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
12
時

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

西
分
庁
舎

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
道
路
向
か
い)

☎
０
２
４
２-

85-

８
５
９
５

※
開
庁
時
間
内
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
日

臨
床
心
理
士
に
よ
る
職
業
相
談
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
、
健
康
相

談
が
で
き
ま
す
。

○
相
談
日

９
月
５
日(

水)

９
月
19
日(

水)

９
月
26
日(

水)

○
時
間

午
前
９
時
～
12
時

○
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
分
庁
舎

※
予
約
者
優
先
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

☎
０
２
４
２-

85-

８
５
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
城
で
は
、
次
に

よ
り
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
失
業
給
付
受
給
中
の
方
は

相
談
時
に
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
程
お
よ
び
会
場

○
９
月
12
日(

水)

鹿
島
町
下
矢
田
仮
設
住
宅
集
会
所

○
９
月
24
日(

月)

渡
辺
町
昼
野
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
時
間

午
後
２
時
～
４
時

※
相
談
日
以
外
で
の
日
程
で
も
ご

希
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
城

電
話
０
２
４
６-

54-

６
６
６
６
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温知会グループでは、介護福祉士を目指す方を応援するため、学資金の貸与制度、学生住宅、在学中のアル

バイトの受け入れ制度などを設けております。社会人でも資格取得を目指せる環境をサポートして参ります。

介護福祉の分野は、ますます専門職の人材が必要とされております。介護福祉士を含んだ全国の介護職員数

は、全国で100万人と言われており、2025年には178万人が必要とされており、会津中央病院でも、介護施設や

介護マンション等の新設計画に伴い、多くの介護福祉士の人材を採用しております。

この機会に介護福祉士を目指して見ませんか！

平成25年度 介護福祉科 学生募集

◆学科・定員 介護福祉科 定員：４０人 修業年限：２年

◆試験日程

◆入学者の支援制度

１．授業は午後から(働きながら資格取得を目指せます)

在学中、希望者は会津中央病院などの温知会グループでアルバイト採用します。

時給800円 (例)1日3.5時間(午前中)×23日＝１カ月64,000円

２．奨学金制度を設けています

年間120万円、2年間で最大240万円まで学資金を貸与

３．住居を準備 学生アパートを用意しています。

４．常勤採用します

資格取得後、会津中央病院をはじめ温知会グループで常勤採用します

【お問い合わせ先】

学校法人 温知会 仁愛看護福祉専門学校 介護福祉科事務室 電話０２４２－７６－００２２

会津中央病院は介護福祉士を目指す方を応援します

試験区分 試験期日 出願期間(必着)

高校推薦 平成24年10月27日(土) 平成24年10月 9日(火) ～ 平成24年10月22日(月)

社会人推薦 平成25年 1月19日(土) 平成24年12月20日(木) ～ 平成25年 1月15日(火)

一般(Ⅰ期) 平成25年 1月19日(土) 平成24年12月20日(木) ～ 平成25年 1月15日(火)

一般(Ⅱ期) 平成25年 2月16日(土) 平成25年 1月28日(月) ～ 平成25年 2月12日(火)

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松
か

ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
城
就
職
相

談
会
の
お
知
ら
せ
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町民掲示板

大熊中学校第５回卒業生のみなさんへ

(昭和３７年４月～昭和３８年３月生まれ)５０歳

“半世紀の節目に同級会を開こう”との声が多く、

現在、案として来年３月９日（土）の開催を予定し

ております。

今回は実家に戻ったついでに同級会、と言う訳に

もいきませんので、場所や形態、予算等は、これか

ら検討してまいります。

今後、途中経過の報告、ご意見、ご要望をまとめ

るためにも、住所、電話番号、メールアドレス等

名簿作りへのご協力をお願いいたします。

【連絡先】

武内 孝之 携 帯：090-3981-8306

油井 昭一 携 帯：090-2882-9682

E-mail：yui-sun@syd.odn.ne.jp

『こらんしょ大熊（県北地方大熊町避難者交
流会）』を開催します

県北地方避難者交流会の名前が「こらんしょ大熊」

に決まりました。福島市や伊達市等に避難されてい

る町民の皆様、ぜひご参加ください。

◆日時

9月15日(土)

10月6日(土)、20日(土)

午前９時～午後１時

◆場所

コラッセふくしま

(福島県福島市三河南町1番20号)

【お問い合わせ】

代表 管野充史 電話 090-7233-1148

埼玉県に避難中の皆さんへ

『ひまわりの会』を開催します

交流を目的としたサロン(茶話会)を開きます。参

加自由です。お友達もお誘いください。

◆日 時 9月12日(水) 午前10時～12時

◆場 所 川口駅東口 キュポ・ラ４階

川口市民パートナーステーション会議室

(埼玉県川口市川口1-1-1)

◆参加対象 大震災で移られた方、活動に賛同して

くれる方

◆参加費 200円

◆内 容

午前：おしゃべりサロン(親睦、情報交換等)

◆申込み 不要(直接会場にいらしてください)

茨城県に避難の大熊町の皆さんへ

大熊町避難者コミュニティ「我ら故郷を創新する”

積小為大の会”」について、毎月定例会を開催して

おります。私たちは、皆さんの参加を待っています。

そして茨城県以外の隣接県の方の参加も大歓迎です。

◆次回開催

◇日時：9月22日(土) 午前9時～12時

◇場所：社団法人茨城県産業会館

(水戸市桜川2-2-35)

◆【お問い合わせ・連絡先】

野田 朋弘（日立市） 電話 090-8423-5608
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インターハイ出場を報告 ー森合叶恵さん(田村高３年)ー

８月７日から新潟県で開催されるインターハイソフトテニ

ス女子個人に出場する大熊町出身の森合叶恵さんが８月２日、

大熊町役場会津若松出張所町長室を訪れ、渡辺町長に出場を

報告しました。

森合さんは、双葉翔陽高校に在学していましたが、原発事

故に伴い郡山市に避難しました。顧問の先生からの薦めもあ

り、田村高校へ転校し、県大会で３位入賞を果たし、初のイ

ンターハイの切符を手にしました。

渡辺町長は「暑さに負けず頑張ってください」と激励しま

した。

空手道全国大会出場を報告 ー中井悠人さん・吉田望愛さん・本田智夏さんー

８月25日から大阪府で開催される第52回空手道糸東会全国選手

権大会に出場する中井悠人さん(右：大熊中３年)・吉田望愛さん

(中央：大野小６年)・本田智夏さん(左：大野小３年)が８月23日、

大熊町役場会津若松出張所町長室を訪れ、渡辺町長に出場を報告

しました。

３人は、現在、会津若松に避難しており、週２回郡山市まで通

い練習を積んできました。

渡辺町長は「代表としていい試合ができるよう頑張ってきてく

ださい」と激励しました

「大熊っ子みんな集まれ」が開催されました
大熊町の小中学生が集合する「大熊っ子みんな集

まれ」が7月28日、いわき市のスパリゾートハワイア

ンズで開催され、全国各地の避難先から約600人が懐

かしい顔を求め集まりました。

福島第一原子力発電所事故が無ければ、大熊町の

小中学校で平成23年の4月に新学期を迎える予定であっ

た子どもたちは約1100人で、この日は約54％の約600

人が参加しました。

会場では、各学校ごとに寄せ書きが行われ、会津

若松市の各学校の校舎に掲示されます。

震災後初めて顔を合わせる子どもたちも多く、再会を喜び、連絡先やメールアドレスを交換し合ったり、

時間いっぱいまでプールではしゃいだりと、短い再会のひとときを過ごしていました。

今年は大熊町チームも出場！ー第６回市町村対抗県軟式野球大会ー

第６回市町村対抗県軟式野球大会は、県内58市町村から58
チームが出場し、９月８日に福島市のあずま球場で開幕を迎
えます。

大熊町チームは、昨年、避難生活中のため出場を見合わせ
ましたが、今年は、少しでも前進しようと出場を決定しまし
た。

メンバーが集合しての練習はできませんが、各自トレーニ
ングを積み、大熊町チームは９月29日の川内村との一戦に全
力で挑みます。
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会津・いわきで夏まつり開催！

大熊町民が多く避難する会津若松市やいわき市の各地で夏まつ

りが開催されました。

会津では、８月12日に一箕町長原仮設自治会主催で「長原仮設

住宅盆踊り」が、13～16日には「がんばれ会津・まけるな大熊町」

として東山盆踊りが、また、19日には大熊町商工会が参加し「会

津駅前盆踊り」が開催され、たくさんの町民が参加しました。

いわきでは、11日に渡辺町昼野仮設住宅、12日に好間工業団地

第二仮設、18日に鹿島町下矢田仮設、25日に好間工業団地第一仮

設でそれぞれ夏まつりが開催されました。

また、６～８日に開催された、いわき七

夕に大熊町民が作成した七夕飾りが出展

されました。この七夕飾りは製作に２カ

月を要し、10月28日にいわきで開催され

る「大熊町ふるさとまつり」にも出展さ

れる予定です。

「おおくま希望の翼」を実施！

大熊町海外派遣事業「おおくま希望の翼」が８月３～11

日の日程で実施され、中学生７人が、姉妹都市であるオー

ストラリア バサースト市へ派遣されました。この７人は

昨年３月に派遣される予定でしたが、震災と原発事故によ

り事業自体が中止されていました。

一行は、ホームステイをしながら、語学研修、乗馬など

を体験して９日間の日程を終え、たくさんの思い出と共に

帰国しました。

応急手当推進事業所に認定されました
会津若松市内の各仮設住宅集会所が、自動対外式除細動

器(ＡＥＤ)の使用に関する「応急手当推進事業所」として

認められ、その認定式が7月31日、会津若松消防署署長室

で行われました。 認定に先立ち、各仮設住宅自治会は、

６月に普通応急手当講習を受け修了証を交付されていまし

た。

認定式には、市内12の仮設住宅自治会代表者が出席し、

斉藤吉喜会津若松消防署長から一人ひとりに認定書と「応

急手当推進事業所」の看板が手渡されました。 斉藤署長

は「講習の内容を頭に置き、自信を持って万が一の場合、

使用を試みてください」とあいさつしました。

現在、会津若松市内の全ての仮設住宅集会所にはＡＥＤが設置されており、緊急時に備えられています。

長原仮設住宅盆踊り

会津駅前盆踊り七夕飾り


